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保護判定基準に対する弊社の考え 

 

 

 

 

 本寄書で以下の課題管理表の項目に対する弊社の考えを述べる。 

 

Ｃ．３  保護判定基準値 

Ｃ．３．１ オープン スペクトラム適合性の評価にＡｎｎｅｘＣ／Ｆ

ＢＭを考慮するか？ 

Ｃ．３．２ オープン 保護判定基準値として保護マスクを導入す

るか？ 

Ｃ．３．３ オープン 保護判定基準は一定のサービスレベルを

基に規定すべきか？ 

Ｃ．３．４ オープン 緩和値（マージン）を設けるか？ 

Ｃ．３．４．１ オープン 保護判定基準値はクラスＡのＡＤＳＬ相互

の干渉で決定される伝送速度から１０％緩

和した値とするか？ 

Ｃ．３．５ オープン ＥＵがＦＤＭの下り帯域に及ぼす影響をＯＬ

がＦＤＭの上り帯域に及ぼす影響と同程度

に規制すべきか？ 

Ｃ．３．６ オープン 保護すべきシステムを変更すべきか？ 

Ｃ．３．６．１ オープン クラスＡに３．７５MHｚまで使用するシステム

を追加するか？ 

Ｃ．３．６．２ オープン 下りＯＬ方式固有の保護判定基準値を設

けるか？ 

Ｃ．３．７ オープン 保護判定基準下限値を設けるか？ 

Ｃ．３．７．１ オープン 保護判定基準下限値を２００ｋｂｐｓにする

か？ 

Ｃ．３．８ オープン ＡＤＳＬの保護判定基準値は、ＡｎｎｅｘＡとＡ

ｎｎｅｘＣで共通にするか？ 

 



１） ＡｎｎｅｘＣ／ＦＢＭの扱いについて （Ｃ．３．１／Ｃ．３．２に対する考え） 

 

 ＴＤＤオーバラップによる影響は、ＴＣＭ－ＩＳＤＮ回線だけとは限らない。したがって同一周波

数帯域におけるＴＤＤオーバラップの影響とＦＤＤオーバラップの影響は、等価なものにすべきで

あると考える。これについての寄書を、別途提出する。 

 

 ＡｎｎｅｘＣ／ＦＢＭは、ＴＣＭ－ＩＳＤＮ回線の影響だけを考慮したものであり、他のＴＤＤやＦＤＤ

オーバラップによる影響を考慮していないと認識する。そのようなものを保護対象とすることは、

多種多様なＴＤＤ／ＦＤＤオーバラップ回線の収容を困難にする。 

 実際に収容されているＡｎｎｅｘＣ／ＦＢＭ回線数はわずかであり、またより進化した代替技術

が複数存在すると認識している。したがってＡｎｎｅｘＣ／ＦＤＭを保護対象とする必要はなく、ス

ペクトラム適合性の評価対象とする必要もないと考える。 

 

 

２） 保護マスクとサービスレベルの導入について （Ｃ．３．２／Ｃ．３．３に対する考え） 

 

 ＴＣＭ－ＩＳＤＮ回線を与干渉源から外し、また同一周波数帯域におけるＴＤＤオーバラップの

影響とＦＤＤオーバラップの影響を等価なものにするのであれば、保護マスクやサービスレベル

の導入は不要であると考える。 

 

 

３） 緩和値の導入について （Ｃ．３．４／Ｃ．３．４．１に対する考え） 

 

 ＴＣＭ－ＩＳＤＮ回線を与干渉源から外し、また同一周波数帯域におけるＴＤＤオーバラップの

影響とＦＤＤオーバラップの影響を等価なものにするのであれば、緩和値の導入は不要である

と考える。 

 

 

４） 上りＯＬによる影響と下りＯＬによる影響ついて （Ｃ．３．５／Ｃ．３．６．２に対する考え） 

 

 上りＯＬによる影響と下りＯＬによる影響の差異的関係を調整することは、ＴＣＭ－ＩＳＤＮ回線

を与干渉源から外し、また同一周波数帯域におけるＴＤＤオーバラップの影響とＦＤＤオーバラ

ップの影響を等価なものにする場面での例外措置となりかねない。そのような例外は、なるべく

認めないようにすべきである。 

 

 

５） 保護システムについて （Ｃ．３．６／Ｃ．３．６．１に対する考え） 

 

 アッカネットワークス殿の開示情報によれば、ユーザは線路長が１．０ｋｍまでの範囲内でクア

ッドスペクトラムＡＤＳＬ回線の恩恵を得ることができる。そのようなものをクラスＡ回線に含め、

保護する必要はないと考える。 

 クラスＡ回線の保護判定基準を２２０８ｋHzまでとし、ダブルスペクトラムのＡＤＳＬ回線までを

クラスＡとすべきである。クアッドスペクトラムのＡＤＳＬ回線は保護対象外とすべきである。 

 



６） 下りＯＬの保護判定基準について （Ｃ．３．６／Ｃ．３．６．２に対する考え） 

 

 同一周波数帯域におけるＴＤＤオーバラップの影響とＦＤＤオーバラップの影響を等価なもの

にする場面では、下りＯＬも含めて、なるべく例外を認めないようにすべきである。 

 ただし、弊社が別途提案するクラスＲ回線に下りＯＬを含めるのであれば、クラスＲの判定基

準の下での収容を容認すべきであると考える。他のＴＤＤ／ＦＤＤオーバラップについても同様

である。 

 

 

７） 保護判定基準下限値、その他について （Ｃ．３．７／Ｃ．３．７．１／Ｃ．３．８に対する

考え） 

 

 同一周波数帯域におけるＴＤＤオーバラップの影響とＦＤＤオーバラップの影響を等価なもの

にするのであれば、保護判定基準下限値は不要であると考える。またＡＤＳＬのＡｎｎｅｘＡとＡｎ

ｎｅｘＣの共通化も不要であると考える。 

 

 

以上。 

 

 


